
項 ⽬ 内 容

名称 S-アデノシルメチオニン [英]S-adenosylmethionine [学名]-

概要 S-アデノシルメチオニンは、活性メチオニンとも呼ばれ、肝臓などに存在するメチ

オニン活性化酵素の作⽤によりメチオニンから合成される。主に肝臓や脳に多く、

核酸、リン脂質、ホルモンなどの合成に利⽤される。

法規・制度 ■⾷薬区分

「専ら医薬品として使⽤される成分本質 (原材料) 」に該当する。

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・略称SAMまたはSAMe、C15H23N6O5S、分⼦量 (MW) 399.45。活性メチオニ

ン。

・S-アデノシルメチオニンは不安定で、それが利⽤上の障害となっている（⽂献︓

Dietary Supplement Toxicology and Clinical Pharmacology ｐ321-334、 2003

）。市場のダイエタリーサプリメント中のS-アデノシルメチオニンの含有量を 調べ

たところ、表⽰よりも含有量の少ない製品の存在が⽰されている。また、S-ア デノ

シルメチオニンが不安定なことから、表⽰量よりも多い量が製品に添加されて いた

実態も⽰されている (PMID:24488716) 。酵⺟の粗精製品中のS-アデノシルメ チ

オニンは、37℃15⽇の保存で25％にまで低下し (PMID:12399019) 、清酒酵⺟
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由来のS-アデノシルメチオニンが25℃、0.5ヶ⽉の保存で65.7％に低下したとの報

告がある (PMID:17151469) 。これらの結果から、原材料の違いや製品の製造・流

通環境、利⽤者の製品購⼊後の保存状況によっては、S-アデノシルメチオニンが分

解して、製品に表⽰されている量が摂取できない可能性がある。

・S-アデノシルメチオニンを蓄積する酵⺟があり (PMID:26496619) 、

(PMID:16010571) 、それらがサプリメントの原材料として利⽤されている。

分析法 ・紫外可視検出器 (検出波⻑254、257 nm) を装着したHPLCにより分析されてい

る (PMID:8395220) (PMID:12180685) (101) 。

・エピマー (活性型、⾮活性型)がNMR測定装置により分析されている

(PMID:7756849) 。

・市販サプリメント中のS-アデノシルメチオニンの分析法として、UV検出器 (254

nm) を装着したHPLC法がある (PMID:24488716) 。

有効性

ヒ 循環器・

ト 呼吸器

で

の

評

価

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

消化系・肝臓 RCT

・C型肝炎による肝硬変患者110名 (試験群57名、平均58.47±4.88歳、アメリカ)

を対象とした⼆重盲検無作為化プラセボ対照試験において、S-アデノシルメチオニ

ン800 mg/⽇を4週間、1,600 mg/⽇を4週間、2,400 mg/⽇を16週間の合計24週

間摂取させたところ、腫瘍マーカー (AFP、AFP-L3、DCP) 、酸化関連マーカー

(MDA、4-HNE) 、肝機能マーカー (ビリルビン、アルブミン) 、肝損傷マーカー

(ALT、AST) 、C型肝炎ウイルスレベル、QOLに影響は認められなかった

(PMID:26130251) 。

糖尿病・

内分泌

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⽣殖・泌尿器 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

脳・神経・

感覚器

メタ分析

・2016年2⽉までを対象に1つのデータベース (CCMDDTR) で検索できた無作為化

プラセボ対照試験2報について検討したメタ分析において、⼤うつ病患者によるS-

アデノシルメチオニンの摂取は、抑うつ症状との関連は認められなかった

(PMID:27727432) 。
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RCT

・セロトニン再取り込み阻害剤 (SRI) ⾮応答者のうつ病患者46名 (試験群27名、平

均54.3±13.5歳、アメリカ) を対象とした⼆重盲検無作為化プラセボ対照試験の2次

解析において、SRIの服⽤と共にS-アデノシルメチオニン800 mg/⽇を6週間摂取

させたところ、認知・⾝体機能評価 (CPFQ) の情報を思い出す能⼒ (ability to  

recall information) 1項⽬でのみ改善が認められたが、他の6項⽬に影響は認められ

なかった (PMID:21911258) 。

その他

・予備的な知⾒によると、成⼈の注意⽋如・多動症 の症状を軽減する可能性がある

(PMID:2236465)。

免疫・がん・

炎症

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⾻・筋⾁ メタ分析

・2008年8⽉までを対象に5つのデータベースで検索できた無作為化⽐較試験4報に

ついて検討したメタ分析において、S-アデノシルメチオニンの変形性関節症患者の

関節の痛みや機能に対する関連は、試験⽅法の質が低く⼩規模であることから結論

づけることができなかった。安全性については憂慮すべき重⼤な副作⽤は認められ

なかった (PMID:19821403) 。

RCT

・膝関節に違和感を持つ健康な成⼈男⼥36名 (平均50.1±5.5歳、試験群18名、⽇

本) を対象とした⼆重盲検無作為化プラセボ対照試験において、酵⺟由来のS-アデ

ノシルメチオニン40 mg×2回/⽇（朝⼣の空腹時）を4週間摂取させたところ、アン

ケート調査により評価した⽇常⽣活における膝関節の違和感および所定の運動負荷

の⾃覚症状に対する改善が認められた (2015386128) 。この試験で投与されたS-

アデノシルメチオニンの摂取量は、他の多くの報告 (800 mgから1,200 mg/⽇) の

1/10以下であった。

・膝関節症を有する患者134名 (韓国) を対象とした無作為化⽐較試験において、S-

アデノシルメチオニン1,200 mg/⽇ (⼥性56名、男性11名、平均63.9±8.2歳) ま

たはナブメトン (持続性抗炎症・鎮痛剤) 1,000 mg/⽇を8週間投与したところ、痛

みの緩和および忍容性に影響は認められなかった (PMID:20110025) 。

発育・成⻑ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。
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肥満 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

その他 RCT

・禁煙を希望する喫煙者120名 (平均40.0±14.0歳、試験群80名、アメリカ) を対

象とした盲検無作為化プラセボ対照試験において、禁煙プログラムとともに、S-ア

デノシルメチオニン1,600 mg/⽇または800 mg/⽇を8週間摂取させたところ、禁

煙率や禁断症状に影響は認められず、1,600 mg/⽇摂取群で胃腸障害が多かった

(PMID:22901308) 。
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